
新潟県内の状況、活動報告（１／２）

【奉仕団の構成について】

青年奉仕団（10 団体約 400 人 社会人、大学、短大、看護・福祉専門学校など）

主たる奉仕団

新潟青年赤十字奉仕団（団員 25 人）

宿泊研修 ：グループワーク、レク講座、救急法など、リーダーシップ研修

野外訓練 ：救護用テント設営、炊き出し訓練、救急法など

施設訪問 ：陽光園・江東園訪問（毎月第 2 日曜日、季節の歌や楽器演奏、指の運動、レクなど）

そ の 他 ：繁華街での献血キャンペーン（年４回）、県支部合同ソフトボール大会、会報発行（月 1 回）

課 題 ：活動によって参加する団員が固定されており、中には活動に支障が出てきている場合もあ

るため、団員皆で協力し楽しくやっていくのが現在の目標。

また、ほぼ全員社会人で構成されているため、学生の団員や、若い団員を引っ張って団全体

にまた違う勢いを持ってきたい。その募集方法も検討中。

HP アドレス：http://members.at.infoseek.co.jp/nseiho/

県立新潟女子短期大学青年赤十字奉仕団（団員 65 人ほど）

・救急法救急員養成講習会(年1回)

・献血事業への参加

・全国学生献血クリスマスキャンペーンの企画、運営

・施設訪問(新潟青奉と連携し、歌や手遊びの指導、レクなど)

課題：団員が一つの学科に限られているので、活動を活発にすることで他学科の参加も呼びかける

長岡赤十字看護専門学校青年赤十字奉仕団（団員 140 人ほど）

○施設訪問

知的障害者施設…塗り絵、折り紙、文化祭の運営の手伝い

養護施設…子どもと一緒に絵描き、ゲーム、散歩。小、中学生へ学習指導

○その他…24時間テレビの街頭募金、車椅子介助

これから活動の抱負：ペットボトルのキャップを集めてワクチンに替えられるらしいので、

ペットボトルのキャップ集めや、校内での募金活動など、学校内での活動も増やしていきたいです。

新潟産業大学青年赤十字奉仕団（団員 5 人）

・地元の奉仕団と合同で、文化祭で救急講習会・非常食配布など

・年行事として献血の呼びかけや地元行事のボランティア

上越保健医療福祉専門学校青年赤十字奉仕団（団員 70 人ほど）

活動内容：普通救命講習、学校周辺の環境整備、各種ボランティア

ＰＲ：介護福祉士を目指しながら様々な活動を行っています！普通救命講習では介護福祉士という立場

として緊急時に備えて救命方法を学びました。他の活動としては特に、毎年行っている高田公園周辺

のゴミ拾いをしています。春には満開の桜、夏には東洋一の蓮、秋は紅葉、冬は雪景色。美しい景色

を守るためにこの先もずっと続けていきたいと考えています。

佐渡看護専門学校青年赤十字奉仕団（団員 89 名）

活動内容：普通救命講習、学校周辺の環境整備、各種ボランティア



新潟県内の状況、活動報告（２／２）

【活動の様子】

毎年８月には県内の奉仕団合同でキャンプを行います。

↑はグループワークの最中で、今年度のテーマは AIDS について。

消防から依頼を受けて、救急の日（９／９）にショッピングモール

で AED の講習会。↑はそのときの PR 活動。

新潟市の繁華街で行われるイベント時には献血キャラクターの

ブラッド君になって働きます。着心地はなんとも。

毎月第２日曜日には介護施設に訪問して催し物のお手伝いをしま

す。歌ったり踊ったり。

支部、血液センター、日赤病院など合同でソフトボール大会もや

ってます。ただ、写真はちょっと前のもの。

わかりにくいですが、災害時には物資の支給作業のお手伝いなんか

もします。最近はないですが、出番はないにこしたことはありません。

【アピールポイント】 【新潟県内事務局】

無理せず、無理強いせず

できる人が、できる活動を

できる範囲で楽しく！

日本赤十字社新潟県支部 事業推進課

Tel.025-231-3121 Fax.025-231-3122

E-mail. s-hayakawa@niigata.jrc.or.jp

以上


